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平成１７年度

私立短大学生生活指導担当者研修会

実施要領

主催・財団法人私学研修福祉会　　協力・日本私立短期大学協会
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日本私立短期大学協会

 会　 長 川　並　弘　昭

学生生活指導研究委員会

 委員長 中　野　正　明

　　　　　平成１７年度 「私立短大学生生活指導担当者研修会」 開催について （通知）

　　標記の研修会を別紙実施要領の通り開催いたします。

　　学務ご多忙の折柄とは存じますが、貴学の学生生活指導担当教職員並びに学寮関係教職員

の方々のご参加を賜りたく、ご通知申しあげます。

◎ 同封書類

1.　平成１７年度私立短大学生生活指導担当者研修会実施要領

2.　研修会参加申込書

3． グループ討議に関するアンケート（個人票）　３通

4.　参加費振込み用紙（４枚綴り）

参加申込み締切り期日　　平成１７年１１月２日（水）

学 寮 関 係 教 職 員

学生生活指導担当教員

学生部課関係教職員

平 成 １ ７ 年 １ ０ 月 １ １ 日

短大協発第 １ ７ １ ０ ８ 号

理 事 長

学 長



研修会の主題 ・目的

今、求められる学生支援のあり方とは

　いよいよ今年度から短期大学基準協会が実施する第三者評価が始まり、

学生への教育指導 ・ 支援についても、厳しい評価を受けることになった。

　昨年度に引き続き、本委員会では、 従来の学生に関わる教務  ・ 就職

・ 学生指導など、 タテ割りで行われていた指導体制の問題点を確認し、　

学生から見て一元化された体制づくりに向けて、 どのような行動を起こさ

なければならないのかを議論してきた。 キャンパスライフ全般を通した総

合的な学生指導のあり方を教職員が一体となって推進するには どうあれ

ばよいのか。　どのような意識改革が必要なのか。　我われ教職員一人ひ

とりの自覚と研鑽が問われている。

　もちろん、 その議論を進めていくには、今の学生が何を考え、 大学に

何を求めているかを把握し、適切に判断 ・ 対処する必要がある。 昨今、

大きな社会問題となっているフリーター やニートの問題も、大学教育に

課せられた大切な使命であり、 卒業後、 彼らがどのような進路を歩もう

と考えるのか、 そのための支援は、就職関係部署など特定の部門だけ

に任されたものではなく、 学生生活を支援する我われ全教職員が組織

的にあらゆる機会を捉えて積極的に考えさせる場を提供することが必要

となっている。 学生自らが自分の将来について真剣に向き合い、 大学

生活をいかに意義のあるものにできるか、 そして自信をもって自分の進

むべき路に踏み出せるかは、 我われ教職員のサポート如何である。

そのためには何より、 学生にとって頼れる学生支援体制の確立と教職

員のスキルアップが急務であることは言うまでもない。

　本年度の研修会は以上の趣旨により設定された。 参加者各位の実り

ある研鑽を切にお願いしたい。
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実施要領

■開催期日 平成１７年１２月５日（月）～７日（水）の３日間

　但し、１２月７日(水）は、短大見学会 （希望者のみ）

■研修会場 １２月５日（月）～６日（火） ： 京都東急ホテル

　〒６００-８５１９　京都市下京区堀川通五条下ル柿本町５８０番地

電話 ０７５ （３４１） ２４１１ （後掲案内図参照）

■短大見学会場 （1）　大谷大学短期大学部

　　　　〒603-8143　京都市北区小山上総町　 　　℡　075（411）8119

（２）　京都女子大学短期大学部

　　　　〒605-8501　京都市東山区今熊野北日吉町 35 　℡　075（531）7057

（３）　京都光華女子大学短期大学部 (学寮施設を含む）

　　　　〒615-0882　京都市右京区西京極葛野町 38 　℡　075（325）5319

（４）　龍谷大学短期大学部

　　　　〒612-8577　京都市伏見区深草塚本町 67 　℡　075（645）7889

■参加資格 私立短期大学の理事長・学長 および 学生生活指導担当教職員

並びに 学寮関係教職員等で、定員３００名に達し次第締切ります。

■参加経費 全日程で１人３０，０００円。 （参加費、情報懇談会費、昼食代等を含む）

■そ の 他 （１）１２月５日（月）の研修会場（京都東急ホテル）での受付は、

　午前９時１５分より、２階ロビーにて行います。

（２）グループ討議は、運営委員会にてグループ分けを行います。

　なお、グループ討議を円滑に進めるために、参加者一人ひとりによ

　り、前以って別紙の『グループ討議に関するアンケート』(個人票）

　にご記入のうえ、事務局までご提出くださいますようお願いいたし

　ます。

（３）１２月５日（月）の研修終了後、午後６時より「情報交換・

　ネットワークの会」を開催いたします。　各自、名刺をたくさんお

　持ちください。

（４）１２月７日（水）は、午前１０時～正午まで「短大見学会」を

　開催いたします。上記の４短期大学のいずれかに見学を希望される

　場合は、参加申込書にその短期大学名を必ず明記してください。

　なお、「短大見学会」は、現地集合、現地解散になります。

　後掲のそれぞれの短期大学の所在地をご確認の上、午前１０時まで

　に各集合場所までお越しください。
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平成１７年度　運営委員　（指導員）

中 野 正 明 　　華頂短期大学　学長　（委員長）

高 橋 節 子 　　郡山女子大学短期大学部　家庭寮主任

大 橋 伸 次 　　国際学院埼玉短期大学　学生課長・助教授

下 平 武 治 　　江戸川短期大学　学科長・教授

幸 田 和 也 　　聖徳大学短期大学部　学生課長

齋 藤 修 三 　　青山学院女子短期大学　助教授

堀 美 稚 　　大妻女子大学短期大学部　寮監長

島 貫 憲 夫 　　東海大学短期大学部　事務室長

荒 井 英 行 　　東京農業大学短期大学部　学生生活支援課長

村 本 和 世 　　日本体育大学女子短期大学部　教授

宮 本 朱 　　文化女子大学短期大学部　学生課長補佐

林 寛 美 　　文京学院短期大学　ｷｬﾝﾊﾟｽﾃﾞｨﾚｸﾀｰ・教授

原 田 洋 子 　　小田原女子短期大学　学務グループ厚生チームチーフ

梅 村 静 夫 　　目白大学短期大学部　学生課長

椹 木 孝 　　岐阜聖徳学園大学短期大学部　学生課長

藤 井 俊 江 　　愛知江南短期大学　会計課長

鬼頭昭次郎 　　名古屋短期大学　学生課長

坂部寿美代 　　華頂短期大学 学生支援センター学生生活課長

（順不同・敬称略）
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研修内容

■開会挨拶 　学生生活指導研究委員会 委員長

　華頂短期大学 学長

■基調講演 私学だからこそ学生を中心に据えた大学改革

　学校法人立命館 理事長

　　　　　　　川本八郎（かわもと・はちろう）氏 プロフィール

■調査報告 学生生活支援に関する現状・対応についての実態調査等 報告

　学生生活指導研究委員会 委員 　林　　　 寛　美　氏

　堀　　 　美　稚　氏

■セッションⅠ 今、改めて 「真に豊かなキャンパスライフ」 の実現を目指して

<事例発表 １ >

タテよこ交流に始まるサービス学習支援

　産能短期大学 学生総合サービスセンター長 　渡　辺　卓　也　氏

<事例発表 ２ >

新入生オリエンテーションにおける学生との連携について

　名古屋短期大学 学生課係長 　内　藤　智　徳　氏

　　<コーディネーター>

　　　　名古屋短期大学 学生課長 　鬼　 頭 　昭次郎　氏

　　　　青山学院女子短期大学 助教授 　斎　 藤 　修 　三　氏

■グループ討議 今、求められる学生支援のあり方とは

※グループ分けは運営委員会にて行います。

　中　野　正　明　氏

　川　本　八　郎　氏

　　１９３４年１０月　石川県生まれ

　　１９５８年　３月　立命館大学法学部　卒業

　　１９５８年　４月　学校法人立命館　就職

　　１９８９年　１月　学校法人立命館　専務理事

　　１９９５年１１月　学校法人立命館　理事長 （現在に至る）

　　１９７３年　７月　立命館大学　学生部学生課長

　　１９７８年　６月　立命館大学　総務部総務課長

　　１９８３年　４月　立命館大学　総務部長

　　１９８４年　４月　学校法人立命館　常務理事 （総務・財務担当）
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■セッションⅡ 第三者評価を受けて－学生生活支援を中心に－

<話題提供>

　聖徳大学短期大学部 学生課長 　幸　田　和　也　氏

　東海大学短期大学部 事務室長 　島　貫　憲　夫　氏

　東京農業大学短期大学部 学生生活支援課長　荒　井　英　行　氏

　　<コーディネーター>

　　　　江戸川短期大学 教授 　下　 平 　武　 治　氏

　　　　日本体育大学女子短期大学部 教授 　村　 本 　和 　世　氏

■セッションⅢ 職業と人生を意識させる学生生活の構築とその支援方法

<講演>

　東京農業大学 教授・前学長

　（農学博士、造園学・環境計画・景観政策）

　　　　　　　進士五十八（しんじ・いそや）氏 プロフィール

日本私立短期大学協会 理事

日本私立短期大学協会 常任理事

〃 学生生活指導研究委員会 委員長

　　<コーディネーター>

　　　　東海大学短期大学部 事務室長 　島　 貫 　憲　 夫　氏

　　　　文化女子大学短期大学部 学生課長補佐 　宮　 本 　　 　 朱　氏

■閉会挨拶

　進　士　五十八 氏

　　 ・２００４年 ４月～２００５年 ６月

　　１９９５年　東京農業大学 農学部長

　　１９９８年　東京農業大学 地域環境科学部長

　　１９９９年～２００５年 ７月　東京農業大学・短期大学部 学長

　　 ・２００２年 ４月～２００４年 ３月

　　１９４４年　京都生まれ

　　１９６９年　東京農業大学農学部 卒業

　　１９８７年　東京農業大学 教授

　　１９９３年　東京農業大学 総合研究所所長
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日程

第１日・1２月５日（月） 第２日・1２月６日（火） 第３日・1２月７日（水）

9:00

開 会 挨 拶
オリエンテーション

2:15
休憩

4:00
閉 会 挨 拶

短 大 見 学 会

セ ッ シ ョ ン Ⅱ

10:00

12:00

セ ッ シ ョ ン Ⅲ
会場移動・休憩

グ ル ー プ 討 議

セ ッ シ ョ ン Ⅰ
2:30

4:10

10:00

10:30

6:00

5:15

12:00

1:30

8:00

3:45

※希望者のみ

1:00

グ ル ー プ 討 議

12:00

昼食・休憩

現地集合・現地解散

受　　付

情 報 交 換
ネットワークの会

会場移動・休憩

9:15

1:00

昼食・休憩

3:15

基 調 講 演

調 査 報 告
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　　　※グループ討議を円滑に進めるため、

　　参加者お一人お一人によりご記入の上、必ず提出してください。

　

短期大学名 参加者氏名

　Ⅰ．　グループ討議を進めるにあたって、いま、どのようなことに関心を寄せられているのかを

　　お聞きし、運営の際の参考にさせていただきたいと思いますので、下記のキーワードの中で

　　特に５つを選んで、その番号を○で囲んでください。

１　学生生活の充実 ２　学生生活支援組織 ３　自立できる人間教育

４　職業観 ５　進路・就職指導 ６　学生・教職員・保護者との連携

７　留学生支援　 ８　寮生活支援 ９　新入生オリエンテーション

10  自己点検評価 11  キャンパスライフ 12  一元化された体制づくり

13  キャンパスライフ 14  総合的な学生指導 15  意識改革

16  教職協働 17  フリーター・ニート 18  考えさせる場

19  教職員のサポート 20  教職員のスキル 21  多様化する学生の価値観

22  マナー教育 23  社会のニーズの変化 24  志願者減

　Ⅱ．今回のグループ討議に参加して、是非、情報交換したいこと、対応に苦慮していること、

　　自分の思いを伝えたいことなどを下記にご記入ください。

　　（グループ討議を有意義なものにするために、是非とも忌憚のないご意見をお寄せください。）

★★★　本アンケートは、参加申込書と同封されても、
　参加者個人個人でＦＡＸにてご返送いただいても結構です。

日本私立短期大学協会　ＦＡＸ番号 03（3263）6950番　担当・中澤まで

個人票

グループ討議に関するアンケート



　　平成１７年度私立短大学生生活指導担当者研修会参加申込書

都道府県名 <参加申込み締切り期日：１１月２日>

短期大学名

電話番号（連絡先）

ＦＡＸ番号

※こちらからご連絡する場合がありますので、必ずご記入ください。

【記入上の注意】

 １．「経験年数」欄は、学生生活指導・学生部・学寮関係業務に従事（担当）した年数（１年未満は切捨て）を

　　記入してください。

 ２．「担当教科目」欄は、教員の場合のみ主たる科目を１つだけ記入してください。

 ３．「参加回数」欄は、初めての方は「初」、２回目の方は「２」…と、数字で記入してください。

 ４．「短大見学会」欄は、参加を希望する場合のみ、見学希望の短大を下記より一つ選びその番号を記入

　　してください。

 ５．「同一キャンパス内の四大併設の有無」欄は、該当する方を○で囲んでください。

 ６．「学生総数」の欄は、貴学の学生部（課）が対象とする学生数を意味します。

 ７．「短大の男女構成」欄は、該当するものを○で囲んでください。

 ８．｢短大の設置学科｣欄は、全学科（専攻科、別科は除く）をご記入ください。

 ９．裏面に必ず｢振込金受取書｣（振込み用紙４枚目）を貼付してください。

10．その外、連絡事項がありましたら、裏面の｢通信欄」にご記入ください。

※希望者のみ記入

　短大の見学先
短大の
男女構成

 1　大谷大学短大部

有 無 女子のみ  ２　京都女子大学短大部

 ３　京都光華女子大学短大部
（学寮施設を含む）

短大　　　　　　　人  四大　　　　　　　人 共　　学  ４　龍谷大学短大部

※枠内の必要事項は、参加者名簿等作成のため、漏れのないようご記入ください。

〔送付先〕

　　〒102-0073 東京都千代田区九段北４-２-２５　　（私学会館別館６階）

日本私立短期大学協会　｢学生生活指導研修会」　係

男子のみ学生総数

参加者氏名 学内職名

同一キャンパス内の四大併設の有無 短大の設置学科

経 験
年 数

参加
回数

担当教科目
短大見学会




